手術および麻酔の甲状腺機能に及ぼす影響について by 石井 隆志
手術および麻酔の甲状腺機能に及ぼす影響について
著者 石井 隆志
号 696
発行年 1971
URL http://hdl.handle.net/10097/18942
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
学鞭与年月日
 学位授与の要件
最終学歴
学位論文題目
いしいたかし
 石井隆志(茨城県)
医学博士
 医第696号
 昭和46年2月19日
 学位規則第5条第2項該当
 昭和37年3月
岩手医科大学卒業
 手術冷よび麻酔の甲状腺機能に及ばず影響に
ついて
 (主査)
論文審査委員教授葛西森 夫教授揖月賢一
教授棋哲夫
教授鳥飼龍生
 一205一
論文内容要旨
研究目的
 手術および麻酔の甲状腺機能に及ぼす影響を検索し,甲状腺手術の術中術後管理を如何に行なう
 かを知る目的で本研究を行なった。
 研究対象ならびに研究方法
 非甲状腺疾患37例を対照とし,中毒性甲状腺腫47例と単純性結節性甲状腺腫43例につき,
 術後より術後第7日迄のPBI,1511-Ttii・d。至血yr。巨i且eResinSp。ロgcUptake
 Rate(Tri・s。rb)を測定し,PBIとTri・s。rbよりFreeThyroxineIn吐ex
 (FT41とする)を算出し,各麻酔法別に検討した。中毒性甲状腺腫例には抗甲状腺剤を主
 とした前処置で甲状腺機能の正常化をはかり両側甲状腺亜全摘出術を行ない,単純性甲
 状腺腫例には片葉切除または腫瘍の核出術を行なづたb対照は甲状腺以外の疾患の夫々根治術を
 行なった。麻酔はすべて硫酸アトロピンの前投薬のもとに,静脈麻酔剤を用いず,1)エーテル閉
 鎖循環式(E群),2)笑気フ・一セソ(GOF)半閉鎖循環式(F群),3)笑気酸素半閉鎖循
 環式(N群),4)局所麻酔(L群)とし,E群,F群では術中安定した経過を示し,N群,L群
 では手術等外界の刺激に反応し,頻脈,血圧変動など著明であり不安定な経過をたどった。
 PBI,Tri。s・rbの測定は麻酔導入前(術前),手術中(術中),麻酔終了後(術後)およ
 び術後第1,2,3,7日に行ない,体温,脈搏の測定は術後毎日行なった。測定値の処理は推計
 学的方法により行ない,有意性の有無はt検定により5%以下の有意水準をもつて行なった。また
 測定値の表示は術前値を100とした指数を求め各群毎に平均指数に換えて行なった。
研究成績
 ①対照例群では術中のPBI値においてE群では手術前値に比し47.5%の上昇を示し,これは
 PBI約2.9r/dlの増加に相当した。F群では19.5%の上昇がみられたが,N群,L群ではほ
 とんど変動しなかった(麻酔群間の差は有意)。これらの上昇は術後第1日で術前直に戻り,その
 後は各麻酔群ともほとんど変動しないgFT41値もPBI値の変動とほ貰同様の経過をたどるが,一
 τri賄・rb値では術中N,L両群においても軽度の上昇を示した。
 ②中毒性甲状腺腫では術中の変動は対照群と同様,B群で著明に,F群で中等度の上昇を示すが,
 N,L両群ではTnosorb以外は上昇しな%術後はE3F両群とも一旦下降するが,再び上昇を
 はじめ第2日にはPBI値で術前に比しそれぞれ15.3%,13.4%の上昇を示した。N,L両群
 では第1日より上昇をはじめるが・,その上昇度は大きく,第2日では2&6%および29.7%とE,
 F両群に有意の差をもつていた。その後は各麻酔群とも次第に下降し,術後第7日にはいずれも術
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 前値より低値となる。FT.41値もほ貰同様の経過を示し有意の差をみせるが,Tr1・s・rb値では
 術後の上昇は各麻酔群とも軽度で各群間の差もみ'られなかった。
 ③単純性甲状腺腫では,PBI,Tfi・s・rb,FT41値の変動共中毒性甲状腺腫の場合と同様
 であったが,術後の上昇は各群とも全般的・により大きく術後第7日でも術前値より高値をとってい
 る。しかし各麻酔群間の差はなかった。
 ④術後体温の変動は、,単椀性甲状腺腫では第1日で最も上昇し,第2日より下降しはじめ1じの
 上昇を示すのは第2日までであるが',・中毒性甲状腺腫の場合は,第2日にもなお上昇の傾向をみせ
 て1じ前後の上昇を第3日まで示した。しかし麻酔詳聞の差はみられなかったも
 ⑤術後脈搏数の変動は単純性甲状腺腫において,第1日に11～19/分の増加をみせるが次第
 に減少レてくる。しかし中毒性甲状腺腫ではE,F両群が単純性甲性腺腫の場合とほ冒同様の経過を
 たどるのに対し,N,L両群では第2日さらに25～28/分と増加し第3日に至り減少を始める。
 これら前2群と後2群との間には有意の差があった。
 ⑥中毒性甲状腺腫でFTJが2.51以上の症例で,術後も高値を来した場合,術後反応が著明に
 現れる傾向を示した。著者の例でも術後反応が極端に強い症例(脈搏数140/分以上9胸内苦悶
 等を訴えた)は3例あり・いずれも術後FT41値が高く・また術前FT41値は2・51以上であった
 (FT41平均値±2×標準偏差は1、22～2.38,著者)。この症例はエーテルおよびGOF麻酔を
 行なったものである。
 総括ならびに考案
 術中,術後にわたりPBI,Tn。sqrb,FT41値の変動をみた結果より,その主なる変動は
 術中および術後第2日に最高値をとる2峰性の上昇である。この上昇の有無また上昇の程度は,対
 象疾患,手術方法および麻酔法により異っていた。
 術中のPBI,Tri・s。rb,FT41の変動は疾患に寿かわらず麻酔に対する一般的な反応であ
 る。また甲性腺疾患にみられる術後数日間の上昇は,甲性腺に対する直接侵襲の結果と考えられる。
 血中甲状腺ホルモンの変動,体温,脈搏数の変化よりみてE群,F群はN群,L群にくらべて良好
 な術後経過を示す。しかし中毒性甲状腺腫で術後反応の極端に強い症例は,術前甲状腺機能の特
 に高く術後の血中甲状腺ホルモン値も高いものにみられた。したがってこの様な場合は麻酔法のみ
 で抑制することは不可能で,むしろ充分な術前処置が重要である。対照群ででBI値とTri。s。rb
 値がよく相関していたにも拘粂ず,術中術後に必ずしも平行しないのは,サイロキシン結合蛋白の
 結合能の変化が招来されたとも考えられ,今後の研究を要す。
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 審査結果'の'要旨
 近年甲状腺機能亢進症の外科的治療法も,前処置法の改善により・安全に施行されるようになったが,
 なお重篤な術後反応の報告も皆無ではなく,このため麻酔を中心とする術中術後の適正な管理は無
 視出来ない。このため著者は対照例37例,甲状腺機能亢進症54例,単純性甲状腺腫43例の手
 術にさいして,術中術後の甲状腺機能を,Pr。t,inb。unαi。dine(PBI),T 5
Resinespongeuptakeratio(TRSU),Frecthyroxineindex
 (FT41)を指標として,各種麻酔別に検討している。麻酔はエーテル(E群),フ・一セン
 (F群),笑気(N群),局麻(L群)の4法を行なっている。その結果1)対照例では術中各測
 定値が,E群では著明な,F群では中等度の上昇をみたが,N,L群ではTBUSのみに軽度の上
 昇をみている。これらの値は術後第1日までに前値に戻り,以後はさした変動なく経過する。2)
 亢進症では術中の変動は対照と全く同じ傾向を示すが,術後2日を最高とする第2の上昇がみられ
 特にE,F群に比してN,L群に著しい。3)単純性甲状腺腫も,亢進症とほぼ同様な傾向を示す
 が,術後の上昇はむしろ亢進症よりも大きい。これらの側定値は,術後の脈搏数,体温と必しも平
 行しないが・特に強い術後反応を示したものについてのみみると・いずれもFT412・51以上の
 高値を示したもののにみられ,術後反応と甲状腺ホルモン値の間には関係があると推定している。こ
 のように麻酔法の差異はあるが,概して術前,術後の二相性の申状腺ホルモンの変動が,明確に捉
 えられ,著者は術中の変動は麻酔自体の影響であり,また術後の変動は甲状腺に対する直接侵襲の
 影響であると結論している。また術後のホノレモン上昇はL,N群により著明にみられ,むしろE,
 F群を上廻っている事は,亢進症の手術にどのような麻酔がよいかを示唆している。なお本研究は
 同一人(著者)が一定の要約のもとに麻酔を行ない,また測定値についてはあらかじめ同一血清に
 よる重複測定,同一患者による経時測定の結果が示され,また測定値の処理には推計学的方法がと
 られ,極めて信頼度が高いと考えられる。したがってこれらの結果は甲状腺外科にとって意義が大
 きく,学位授与に値するものと認められる。
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